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球

琴

春

巻

鶴

7
鶴
昭
和
八
年
七

月
.
=

平
壌
北
東
方
の
静
序
及
び
地
質
構
造

へ
脚
版
聖

等

)

松

下
.

林
符
は
本
jI三
四
月
二
十
三
日
北
京
に
於
け
る
拳
骨
で
な
し
た
誹
隅

の
内
辞
を
強
行
し
た
も

の
で
あ
る
｡

緒

言

朝
鮮
五
蘭
分
之

一
地
形
閲

｢
平
壌
東
北
部
｣
の
北
牛
p
即
ち
平
壌
炭
阻
中
央
部
の
北
側
の
地
域
は
卒
安
系
よ
ゎ
古

い
地
質
系
統
よ
き
な

っ
て
居
で
､
従
凍
.
其
の
鯉
蹄
的
傾
倍
の
貧
窮
と
無
化
石
と
の
属
か
､
殆
ど
調
査
n
れ
食
事
が

在
か
っ
た
｡
然
し
乍
ら
平
安
海
道
よ
む
黄
海
道
に
亘
る
地
帯
の
複
郷
を
地
質
構
造
の
鯛
別
に
は
是
非
と
も
此
の
地
域

の
精
査
h
t行
は
ぬ
ば
在
ら
な

い
｡
平
壌
炭
田
の
構
造
の
研
究
だ
け
か
ら
言
っ
て
も
'
其
の
北
側
在
る
本
地
域
の
調
査

は
甚
だ
有
効
と
考

へ
ら
れ
る
｡
又
此
の
地
域
が
其
の
以
北
に
放
け
る
南
北
性
走
向
地
昔
か
ら
'
以
南
の
未
聞
性
走
向

地
背

へ
の
推
移
部
で
あ
る
事
に
特
殊
の
興
味
が
春
す
る
｡

筆
者
は
中
村
先
生
の
御
指
導
の
下
に
､
昭
和
六
年
よ
-
車
安
覇
道
及
び
黄
海
道
の
主
と
し
て
碑
原
系
の
地
質
構
造

神
城
･i和
紙
方

の
暦
序
及
び
北
朝
林
超
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筋
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披

二

二

の
研
究
に
着
手
し
､

先
づ
本
地
域
を
選
ん
で
昭
和
六
年
夏
及
び
昭
和
七
年
秋
に
合
計
三
十
日
を
費
し
て
本
地
域
の
地

質
訓
資
に
従
卸
し
た
｡
調
査
は
兼
だ
完
全
と
は
云
へ
を

5'が
､

一
迫
-
の
結
果
が
柑
ら
れ
72
の
で
霜
に
敬
表
し
て
諸

賢
の
御
批
判
を
乞
ふ
次
第
で
あ
る
｡

地

質

系

統

概
説

本
地
域
の
牌
牛
は
原
生
界
よ
-1
を
上

乗
半
は
有
期
古
生
界
'
即
ち
朝
鮮
系
よ
り
構
成
さ
れ
る
｡
原
生
界

は
証
に
郵
悦
系
と
､
其
の
貫
入
按
佃
の
闘
係
は
あ
る
片
麻
岩
系
は
分
た
れ
る
｡
碑
原
系
と
上
の
朝
鮮
属
と
の
闘
係
は

交
斜
不
盤
令
で
は
在

い
が
､
そ
れ
以
上
の
革
は
不
別
で
あ
る
｡
朝
鮮
系
は
鼻
質
を
豪
-
､
又

1
郵
其
の
馬
に
殆
ど
化

石
を
含
ま
な

い
の
で
'
他
地
域
の
も
の
と
は
著
し
-
趣
を
異
ほ
し
､
却
っ
て
群
原
系
は
似
た
所
が
多
分
に
あ
る
｡
然

し
乍
ら
本
系
は
明
は
郵
原
系
の
上
に
あ
っ
て
､
且
'
中
位
に
他
地
の
林
村
有
岩

(
普
通
中
部
塞
武
系
下
部
と
さ
れ
る

も
の
)
は
朋
脅
す
福
地
暦
を
見
出
し
た
の
で
'
確
賓
に
他
地
の
朝
鮮
系
に
封
此
さ
れ
る
｡

訓
奄
地
域
内
で
は
朝
鮮
系
と
平
安
系
と
は
断
層
に
よ
っ
て
の
み
按
嫡
し
て
居
る
が
､
平
行
不
整
合
的
鞘
係
に
あ
る

こ
と
は
疑
覆

い
で
あ
ら
う
.
本
地
域
の
南
村
隅
の
逝
-
ほ
あ
る
大
空
山
に
於
で
は
下
部
侠
雁
系
た
る
下
部
大
同
系
が

下
部
朝
鮮
系
を
交
斜
不
整
合
に
被
覆
す
る
｡

以
上
の
地
質
系
統
を
琴

不
す
れ
ば
次
の
迫
-
と
在
る
｡

筋
EE系
河
成
盾
･･････砂
､
棟
｡

I

不
並
421



下
部
大
同
系
(
下
郷
傑
抑
系
)
･
･･轍
的打
'
砂
山祈
､
,打
舟
｡

-

不
盤
(
;-

卒
･;S
.罪
(上
部
桁
淡

系
-
三盤
系

)･･-･･砂
山有
､
耳
山村
'
祈
淡
紫
､
市
紫
｡

I

平
行
不
*
'合
1
1

朝
肝

系

上
部
(
中
部
奴

武
系
-
中
部
奥
陶
系
)

･
･
･
･
嘉

故
山祈
'
日
射NI:HJ･:1{

朴
秋
材
｡

下
部
(
下
部
･:3'.武
系
)
-
･･千
枚
岩
'
石
衣
仙祈
｡

1

励
伴
不
例
1

片
舶
･=
,yT系
(
時

代
不

柵

小
心)

I･
-

武

人
松

嶋-

緋
原
糸
(
原
政
界

)
上
部
厨
･

下
部
暦
･

ポ

淡
紫

'
由
.8
.16
砦

っ

･祭

冊

･t
山.k
､

維
者

｡

之
よ
-
各
系
統
に
就

い
て
記
述
す
る
｡

祥
原
素

木
系
は
雲
母
片
岩
､
石
衣
岩
､
珪
岩
よ
-

な
-
､
訓
査
地
域
西
牛
の
大
部
を
構
成
す
る
､
地
質
間
に
示

す
池
11
'
本
系
の
中
に
は
片
麻
岩
(載
梅
岩
質
)昔
が
横
は
-
､
叉
儒
者
が
交
互
し

て現
川
す
る
｡
北
相
方
は
進
む
に

従
以
本
系
は
薄
-
な
-
､
片
麻
岩
系
に
包
ま
れ
'
遂
に
は
殆
ど
片
麻
岩
系
の
み
の
地
域
と
在
る
｡
斯
か
る
革
賓
は
両

者
の
踊
係
が
貫
入
接
触
で
あ
る
革
を
ポ
す
も
の
で
あ
る
.

本
地
域
の
郵
庶
系
は
上
部
､
即
ち
石
衣
岩
原
と
下
部
'
即
ち
雲
母
片
岩
暦
と
に
二
大
介
さ
れ
る
｡
各
は
そ
れ
ぞ
れ

他
地
の
洞
堂
隅
柾
と
直
視
総
に
封
比
さ
れ
る
も
の
で
あ
ら
う
O

:i
･城
北
恥
方
の
Lb
序
及
び
地
質
排
出
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改

印
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下
部
骨
は
主
と
し
て
裳
.Tb
片
岩
よ
-
衣
-,h
t
丑
岩
層
を
爽
み
'
時
に
薄

い
偏
桃
状
石
灰
岩
暦
h
l爽
有
す
る
0

1
蚊

に
南
東
方
'
即
ち
上
位
に
於
て
は
千
枚
岩
に
近

い
O
下
部
暦
の
片
地
面
は
些

二
五
-
六
五
度
束
の
走
向
を
有
し
､
南

東
は
二
〇
-
六
〇
度
傾
斜
す
る
｡
南
南
西
又
は
北
兼
に
傾
斜
す
る
事
も
あ
る
が
'
例
外
で
あ
る
｡
雲
母
片
岩
の
片
班

は

F
tow

c
t

eavage
で
あ
っ
て
､
其
の
面
は
暦
面
に

一
致
し
覆
い
か
79
知
れ
を
i,が
'
相
接
す
る
珪
岩
や
石
衣
岩

の
暦
面
は
平
行
で
あ
る
所
か
ら
見
る
と
'
例
分
骨
両
に

1
致
し
な
-
と
も
'
厚
田
に
平
行
に
近
い
も
の
と
考

へ
る
事

が
出
凍
る
｡
等
科
摺
曲
は
あ
る
の
か
も
知
れ
を
い
が
､
確
晋
は
老

い
｡

雲
母
片
岩
に
は
黒
衣
色
の
黒
雲
母
片
岩
と
衣
白
色
或
は
銀
次
色
の
絹
雲
母
片
岩
と
あ
る
｡
斧
山
南
馬
山
場
の
南
西

五
〇
〇
米
の
地
瓢
ーこ
あ
る
黒
雲
母
片
岩
を
鑑
査
す
る
に
主
と
し
て
石
英

(
〇
･
11-
〇
･三
五
粍
)
と
黒
雲
母
よ
-
荏

み
､
後
者
は
白
雲
母
が
件
ふ
0
雲
母
は
長

さ
〇
･六
粍
､
幅
〇
･
一
粍
で
あ
る
｡
其
他
ク
リ
ノ
ブ
イ
サ
イ
ト
､
ジ
ル

n

ン
も
春
す
る
0

柴
足
而
大
泉
由
冷
井
盈
前
々
蘭
七
〇
〇
米
の
絹
雲
母
片
岩
は
微
少
を
摺
曲
を
覆
し
､
大
部
分
絹
雲
母

(
長
〇
･
i

耗
内
外
)
よ
か
老
身
'
間
隙
を
練
泥
石
'
石
英
が
充
L
t
其
の
他
に
チ
タ
ン
銭
盤
が
あ
る
O

柴
足
面
芝
山
旦
南
街
の
沙
浪
山
産
の
絹
雲
牡
片
岩
は
千
枚
岩
に
近
い
物
で
､
主
に
石
英
(〇
･
〇
五
-
〇
二

粍
)と

絹
雲
母

(〇
二

粍
内
外
)
よ
少
を
少
､
少
し
黒
雲
母
を
伴
ふ
｡
黒
雲
母
は
緑
泥
石
に
歩
っ
て
居
る
｡
此
の
他
に
極
め

て
少
い
が
電
気
石
(
〇
･
.I
粍
)が
あ
る
｡

珪
岩
は
裳
母
片
岩
中
に
爽
せ
れ
て
居
る
に
過
ぎ
を

い
が
'
其
の
･堅
棟
を
岩
質
の
馬
に
屡
々
山
頂
を
覆
し
､
又
懸
崖

を
作
る
｡
地
形
闇
に
記
さ
れ
て
居
る
檀
岩
､
髄
岩
は
す
べ
て
珪
岩
よ
-
在
る
｡
馬
山
場
の
南
酉
方
で
は
傾
斜
が
揮

い



馬
に
比
較
的
鯛

い
両
横
を
占
め
て
居
る
｡
通
常
珪
岩
野
は
厚
n
有
水
を
超
え
る
rJ
と
は
少

い
が
､
紫
芝
山
を
作
る
も

の
は
数
LTTT米
は
及
ん
で
居
る
｡

珪
岩
は
通
常
純
白
色
'
赦
密
又
は
細
粒
結
晶
層
で
'
屡
々
絹
雲
母
の
薄
層
を
爽
ん
で
居
る
｡
鋸
査
す
る
に
石
英
の

モ
ザ
イ
ク
の
境
は
比
較
的
鋸
歯
状
で
､
各
粒
は
暦
両
に
平
行
に
延
び
て
居
る
｡
長
さ
は
〇
･
二
五
-
〇
･
三
五
粍
で
'

幅
は
〇
･
C
)六
1
〇
･
1
0
粍
で
あ
る
｡
波
動
消
光
は
著
し

い
こ
と
が
多

い
.

斧
山
而
寄
･･川
里
紫
芝
洞
､
冷
井
間
で
探
っ
た
珪
岩
塊
(紫
芝
山
々
腹
か
ら
輯
落
し
た
も
の
)
は
結
晶
質
で
､
白
雲
母

を
多
量
に
含
ん
で
居
る
.
鋸
奪
す
る
に
石
英
は
大
部
分
〇
･
一
-
〇
･
三
粍
大
で
あ
る
が
､
1
粍
以
上
の
も
少
-
覆

い
｡

波
動
滑
光
は
著
し

い
も
の
も
､
な

い
も
の
も
あ
る
｡
白
雲
母
の
,外
は
少
量
の
〇
二

･-
〇
･
二
粍
の
電
気
石

(
最
大
の

も
の
は
長
C
･
二
五
耗
)
も
布
す
る
｡

雲
母
片
岩
中
に
は
時
々
石
悉

石
の
薄

い
局
桃
状
髄
が
称
す
る
事
は
虹
に
逃
べ
た
｡
雲
母
片
岩
と
互
暦
す
る
ヱ
と
も

あ
る
｡
発
足
衝
藩
山
里
冷
井
附
近
～JJ,
最
も
よ
-
発
達
す
る
O
其
の

一
部
､
腺
基
性
腺
岩
に
よ
っ
で
接
触
率
質
を
蒙
っ

た
も
の
は
白
色
結
晶
質
で
､
鋸
奄
す
る
に
〇
･
五
～

-i
粍
の
方
解
石
よ
-
夜
か
'
約
五
%
の
石
英
粒
(〇
･
二
-
〇
･四

粍
)
を
含
ん
で
居
る
｡

撃
北
西
部
紬
龍
城
輝
北
東
方
約
五
〇
〇
米
の
蛾
遣
切
牧
に
は
雲
母
片
岩
中
に
厚

ru〇
･九
米
(
其
他
に
も
あ
る
)
の
､

鍵
贋
し
て
友
練
色
に
な
っ
た
ネ
フ
ラ
イ
ト
質
の
白
雲
岩
が
あ
る
｡
此
等
の
岩
層
中
に
は
ペ
グ

ヤ
ク
イ
ー
が
質
入
し
て

居
る
｡
此
の
白
雲
岩
を
よ
-
見
る
ほ
三
-
七
光
の
白
色
珪
岩
層
を
爽

U
｡
他
の
部
分
を
鋸
査
す
る
に
〇
二
二
I

〇
･
六

靴
の
寧
日
形
の
透
角
閃
石
(
陽
起
石
に
近

い
)
ユ
タ
な
み
､
共
等
の
開
院
は
〇
･
〇
三
-
〇
･〇
六
兆
の
他
形
の
ク
リ
ノ

中
妖
北
米
方
の
犀
序
及
び
地
筑
柵
泣

h

J

五
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節
一
班

…ハ

六

+ソ
イ
サ
イ
ー
で
充
ruれ
て
居
る
｡
此
の
他
に
少
量
の
ポ
英
が
あ
る
O
以
上
の
革
賓
か
ら
見
れ
ば
本
岩
は
聾
士
を
少
し

育
み
､
珪
酸
に
富
む
白
雲
岩
で
､
珪
質
の
薄
層
を
爽
ん
で
居
た
79
の
と
推
定
さ
れ
る
｡
此
の
凝
質
が
ペ
グ
マ
タ
イ
J･

の
貫
入
に
よ
る
も
の
か
'
叉
は
其
以
前
の
も
の
か
は
不
明
で
あ
る
.

僻
原
索
上
潮
暦
は
北
方
在
る
合
入
場
方
面
よ
少
南
に
延
び
で
本
地
域
内
に
入
っ
て
凍
る
が
'
本
地
域
内
の
露
出
河

積
は
眺
-
､
大
同
郡
髄
岳
而
上
里
附
近
と
柴
足
而
大
泉
里
､冷
井
過
食
架
洞
附
近
と
発
足
而
三
足
里
に
蕗
れ

て居
る
に

過
ぎ
な
い
｡
触
し
後
述
す
る
通
-
'
上
部
暦
は
青
雲
山
､
妙
浪
山
､
乾
芝
山
方
両
の
地
下
に
隠
れ
て
居
る
も
の
と
推

定
ru
れ
る
｡
此
の
上
部
暦
は
厚
さ
約
七
〇
〇
米
で
､
大
部
分
は
親
友
色
(
次
色
の
帥
縞
を
爽
ひ
)
'
撤
密
の
薄
放
状
石

衣
岩
で
あ
る
が
､
上
の
四
分
之

1
は
次
白
色
'
敵
組
結
晶
質
の
厚
地
不
明
瞭
の
白
雲
岩
(
化
撃
的
の
帯
櫨
は
無

い
が
ー

肉
眼
的
岩
質
や
､
打
撃
に
際
し

ての
特
徴
あ
る
臭
気
は
筆
者
の
相
乗
州
に
於
け
る
経
廟
か
ら
白
雲
岩
た
る
rJ
と
を
推

定
せ
し
め
る
)
で
あ
る
｡
柴
足
面
三
石
里
､
豊
山
旦
間
は
現
れ
る
石
衣
岩
層
は
千
枚
岩
を
爽
人
で
居
る
が
､
北
東
､

摘
西
南
側
と
金
.-
造
っ
て
居
て
､
恐
ら
-
上
部
静
は
属
す
る
も
の
と
m
心
は
れ
る
.

薄
故
状
石
衣
岩
は
縞
状
で
あ
っ
て
､
鑑
査
す
る
に
〇
二

粍
以
下
の
方
解
石
の
み
ょ
-
在
る
縞
と
､
方
解
石
の
外

に
石
英
粒
を
多
-
含
む
締
と
か
ら
出
水

で居
る
｡
結
晶
は
す
べ
て
暦
両
に
平
行
に
延
び
で
居
る
.
調
査
地
域
の
北
練

に
あ
る
馬
-;
の
石
英
斑
岩
々
健
は
接
し
た
朗
で
は
白
色
結
晶
質
に
慶
っ
て
居
る
O
朝
鮮
地
質
固
第
十
二
輯

(
立
岩
巌

畢
士
著
'
昭
和
六
年
)
を
参
照
す
る
ほ
､
本
上
部
暦
は
本
地
域
の
北
尭
方
に
於
け
る
成
州
石
灰
岩
に
封
此
す
る
革
が

出
凍
る
様
で
あ
る
｡
又
成
川
石
衣
岩
の
化
学
分
析
の
結
果
を
見
る
ほ
'
苦
土

一
T<
･
八
三
%
で
あ
る
事
79
興
味
が
稚

い
0



以
上
述
べ
た
所
で
明
を
通
わ
､
下
部
暦
の
方
が
上
部
暦
よ
-1
弊
質
の
皮
が
高

い
.

片
麻
岩
系

之
は
雲
母
片
麻
岩
よ
少
夜
少
､
既
述
の
迫
力
､
瀞
を
覆
し
て
或
は
大
き
を
品
桃
状
を
を
し
て
郵
原
系

に
侵
入
し
､
又
後
者
と
交
互
L
t
更
に
北
西
方
は
至
る
と
共
に
後
者
は
薄
-
在
っ
て
'
藩
に
は
後
者
は
前
者
中
に
億

に
磯
る
ほ
過
ぎ
を
-
在
る
様
で
あ
る
｡
鹿
骨
片
麻
岩
は
雲
母
片
岩
と
接
し
て
居
る
が
'
又
柴
足
而
大
泉
旦
四
方
に
於

け
る
が
如
-
､
珪
岩
に
接
す
る
事
も
あ
る
｡
斯
-
の
如
き
革
質
は
片
麻
岩
系
と
郵
原
糸
と
が
貫
入
按
鳩
の
関
係
に
あ

O.r J ｣ 7rt･

Gpペグマタイト,gn)i.腕岩,ms蛮･I誅片岩

る
都
を
物
語
っ
て
居
る
｡

更
に
細
-
観
察
す
れ
ば
此
の
関
係
が
よ
-
判
っ
て
凍
る
｡
例

へ
ば
斧
山

ヽ

南
等
山
里
鮭
龍
洞
南
方
の
道
路
切
取
に
は
第

1
同
の
如
き
露
頭
が
あ
る
｡

即
ち
片
麻
岩
中
は
厚
ru
l
O
糎
位
の
雲
母
片
岩
暦
が
あ
-
'
共
等
の
境
は

多
少
ジ
ツ
グ
ザ
ツ
グ
で
あ
る
.
爾
岩
の
雲
母
は
互
に
平
行
は
配
列
し
て
居

る
｡
之
に
似
た
露
頭
は
他
に
も
見
受
け
る
革
が
あ
る
0

番
山
里
明
柏
里
南
方
二
五
〇
米
の
所
に
は
片
麻
岩
の
露
頭
が
あ
る
が
'

節
二
間
に
示
す
様
に
儀
に
数
十
糎
の
閥
で
雲
母
の
韮
片
の
畳
に
非
常
を
違

ひ
が
あ
る
｡

又
馬
嵐
曙
の
西
北
西
約
三
粁
(
洪
村
の
西
)
の
河
岸
に
は
雲
母
片
岩
と
片

麻
岩
と
の
細
S,互
暦
が
露
出
す
る
(第
三
間
)
｡

斯
-
の
如

き
罫
賓
は
す
べ

て
層
々
賞
人
で
詮
明
し
老
け
れ
ば
怒
ら
を

5,0

中
城
北
米
方
の
府
伴
及
び
他
部
構
造



の
小
片
が
あ
る
)
よ
-
琴

0
0
本
岩
の
挽
物
に
就

い

て記
せ
ば
,
雲
母
に
は
望

蒜

も
皇

毒

も
あ
る
｡
長
さ
〇
人
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-

山
粍
p
幅
C
.｡
〇
六
!
〇
二

粍
｡
石
英
は
〇
三

-
○
｡四
粍
｡
長
石
は
〇
･六
粍
内
外
の
79
の
が
多

い
が
､
長

㌻
五

粘
p
幅

一
二
二
粍
の
眼
球
む
な
し
で
居
る
｡
長
石
は
Z
に
垂
直
を
断
面
に
就

い
て
見
る
ほ
､
知
軸
面
努
関
に
閥
し
て

寓
消
光
h
lな
す
の
で
､
曹
長
石
と
考

へ
ら
れ
る
｡

同
じ
場
所
の
眼
球
状
片
麻
岩
は
長
三
I

.i
O
邦
､
幅
ニ
ー
友
邦
の
眼
球

(最
大
の
も
の
は
長
三
二
一糎
.
幅
､

二

六
糎
)
を
有
す
る
｡
雲
母
は
農
白
共
は
あ
わ
､
長
石
は
白
-
､
石
英
は
決
友
色
で
あ
る
｡
鋸
奄
す
る
は
主
は
石
英
の

竜
ゲ
イ
ヅ
ク
(
O
｡
二
粍
以
下
)
よ
¢
在
る
稿
(
〟-

二
粍
)と
雲
母
(長
約
〇
･五
粍
､
幅
○
｡
〇
七
粍
)
の
縞

(
〇
二
二
-

.I
粍
)
と
の
互
暦
で
所
々
に
眼
球
が
あ
る
｡
其
の
蓮
縁
部
は
石
英
粒
よ
-
な
る
が
'
大
部
は
長
石
よ
カ
な
る
｡
雲
母

は
轡
曲
し
て
眼
球
を
取
-
囲
む
｡
長
石
は
(
+
)
で
､
短
軸
面
に
垂
直
の
晶
瀞
の
断
面
中
最
大
の
消
光
角
は
約
二
〇
度

Ⅹ
に
垂
裾
の
断
面
で
の
短
軸
両
に
輔
す
る
消
光
角
は

一
六
度
で
あ
っ
て
､
曹
長
石
で
あ
る
｡
加
里
長
石
は
な

い
様
で

あ
る
｡
小
晶
に
は
ア
ル

バ
イ
ト
双
晶
が
轡
曲
し
て
居
る
も
の
が
あ
る
｡
石
英
の
波
動
滑
光
の
著
し

い
も
の
に
就

い
て

千
秒
間
を
槍
す
る
に
二
帥
性
で
あ
る
d

掲
嵐
､
龍
城
間
の
水
和
洞
に
は
白
雲
僧
に
富
み
'
黒
雲
母
の
少

い
片
麻
岩
が
あ
る
｡
光
の
縞
状
片
麻
岩
と
略
々
同

様
で
あ
る
｡
長
石
は
や
は

～,h曹長
石
で
あ
る
｡
貌
等
分
線
は
垂
直
夜
断
面
を
見
る
ほ
正
で
､
双
晶
は
見
え
ず
､
底
面

穿
開
に
閥
し
て
の
消
光
角
約
二
〇
度
で
あ
る
｡
Ⅹ
ほ
垂
両
夜
断
面
は
明
瞭
を
ア
ル

バ
イ
ト
双
晶
を
現
し
､
知
軸
面
は

関
し
て
約

-1
度
の
消
光
角
を

不
す
｡
石
英
は
二
軸
性
で
あ
る
事
が
多

5,藤
で
あ
る
｡
翻
ほ
此
の
岩
石
は
練
磨
石
虎
の

焼
物
を
含
ん
で
居
る
｡

第

一
閲
に
示
し
た
露
覇
の
片
麻
岩
は
細
粒
の
普
通
の
農
雲
母
片
麻
岩
で
あ
る
｡
鑑
査
す
る
に
主
と
し

て石
英

(〇
･

や
城
北
親
方

の
暦
序
及
び
地
質
枯
淡

九

九



地

球

節
二
十
懲

節

一
統

岩

1
0

一
種
位
)､
曹
長
石
.

農
雲
母
よ
り
老
少
､
少
畳
の
白
雲
母
と
極
少
畳
の
ジ
ル

n
ン
を
含
ん
で
屠
る
0

洗
足
面
大
泉
旦
よ
少
林
原
南
都
盛
鬼
に
亘
る

1
群
の
片
麻
岩
も
同
様
の
縞
状
雲
母
片
麻
岩
で
あ
る
O
柴
足
固
沙
狼

山
の
北
川
稜
に
は
特
殊
の
片
麻
岩
が
見
ら
れ
る
｡
多
数
の
略
々
尊
大
(長
五
1
八
粘
､
帽
二
-
三
粍
)
の
長
石
､
石
英

の
粒
が
あ
わ
､
英
等
を
雲
母
が
敬
白
囲
ん
で
居
る
｡
鑑
査
す
る
は
長
石
､
石
英
の
粒
は
眼
煉
む
な
し
'
其
等
の
間
を

挑
め
る
物
は
絹
雲
母
片
(
○
｡〇
三
-
〇
･〇
五
粍
)と
石
其
(
〇
･〇
五
-
〇
･〇
六
耗
)と
よ
少
在
る
.
脱
球
を
覆
す
石

基
は
砕
か
れ
た
様
は
師
-
在
っ

て居
て､
又
著
し

い
波
状
西
光
聖
ホ
す
｡

1
の
固
憶
で
部
分
に
よ
っ
三

一軸
性
に
な

っ

て居
る
も
の
が
あ
る
.
長
石
は
曹
長
石
で
あ
る
｡
此
の
中
に
石
其
が
匂
黍
n
れ

て居
る
事
が
あ
る
.

以
上
の
観
察
は
不
充
分
で
あ
る
が
も
層
々
貫
入
は
確
賓
に
寵
め
ら
れ
､
且
､
貫
入
し
た
岩
娘
が
ア
ル
カ
-
'
特
に

闇

連
に
富
ん
で
､
石
衣
に
乏
し

い
花
梅
岩
質
の
も
の
で
あ
っ
た
事
が
推
定
さ
れ
る
｡
加
盟
は
雲
母
の
成
分
を
な
す
は

止
-
p
石
衣
は
少
許
の
練
簾
石
を
作
つ
ね
は
過
ぎ
な

い
｡

賞
人
を
受
け
た
弾
原
糸
の
粘
土
質
岩
石
と
貫
入
し
た
岩
壁
と
の
間
に
反
腰
が
行
は
れ
､
且
'
両
者
が
混
交
し
た
革

は
前
記
の
如
-
両
者
が
大
小
の
規
模
に
於
三
父
瓦
す
る
輩
か
ら
想
像
さ
れ
る
｡
即
ち
本
地
域
の
大
部
の
片
麻
岩
は
混

成
岩
と
考

へ
ら
れ
る
｡
斯
か
る
推
定
は
坪
井
教
授
の
光
撃
分
析
に
よ
っ
て
確
め
る
事
が
田
楽
よ
う
｡

斯
様
は
し
て
本
地
城
の
片
麻
岩
が
鮮
原
系
下
部
暦
中
に
貫
入
し
た
花
岡
岩
質
岩
県
か
ら
導
か
れ
た
物
で
あ
り
､
且

此
の
貫
入
に
依
っ
て
郵
原
糸
の
岩
石
は
鼻
蟹
を
受
け
'
粘
板
岩
が
雲
母
片
岩
に
塵
じ
ね
事
が
明
に
在
っ
た
｡
僻
庶
系

上
部
暦
が
此
の
轡
質
の
影
響
を
蒙
っ
た
か
否
か
は
速
断
出
水
老

い
が
'
上
下
部
暦
が
整
合
摘
係
に
あ
る
桝
か
ら
見
れ

ば
､
軍
人
は
僻
原
糸
堆
積
後
と
考

へ
ね
ば
な
ら
な

5,
｡
更
は
後
遇
の
通
-
'
郵
原
系
と
朝
鮮
系
と
の
闘
係
は
交
斜
不

@



a
.合
で
な

い
故
に
､
貫
入
が
朝
鮮
系
堆
積
前
と
断
言
す
る
事
は
出
凍
な

い
｡

従
凍
朝
僻
の
片
麻
岩
は
殆
ど
各
部
高
勾
麗
花
園
岩
或
は
衆
色
片
麻
岩
と
呼
ば
れ
､
其
の
時
代
は
飴
重
代
或
は
下
部

原
生
代
と
考

へ
ら
れ
て
居
る
｡
今
回
の
調
査
地
域
の
片
麻
岩
は
之
と
は
金
-
蓮
ふ
物
で
あ
っ
て
ー
迄
に
新
し
い
時
代

の
生
成
に
係
る
物
で
あ
る
｡
撒
水
車
島
の
調
査
が
進
む
と
北
ハほ
､
斯
か
る
新
期
の
片
麻
岩
が
他
に
も
発
見
さ
れ
る
事

で
あ
ら
う
｡

朝
鮮
系

既
述
の
迫
力
本
系
は
千
枚
岩
.
石
衣
岩
､白
雲
岩
'
貼
威
岩
よ
-
な
み
､
調
査
地
域
の
来
年
を
責
め
る
｡

塵
質
の
結
果
p
岩
質
は
他
地
方
の
物
と
違
っ
て
'
却
っ
て
群
原
系
の
そ
れ
に
酷
似
す
る
輩
が
あ
る
の
で
､
穐
凍
雨
系

は
浪
岡
さ
れ
勝
で
あ
っ
た
｡
然
し
耐
者
が
別
物
で
あ
っ
て
､
小出
は
朝
鮮
系
と
す
る
地
層
が
群
原
糸
上
部
暦
を
被
覆
し

て居
る
事
は
米
地
域
の
北
側
'
即
ち
合
入
場
圃
幅
地
域
に
於
で
明
で
あ
る
｡
両
者
の
関
係
は
交
斜
不
度
合
で
は
な

い

が
p
整
合
､
単
行
不
整
合
の
何
れ
で
あ
る
か
む
決
め
る
材
料
は
な

い
｡

定
に
本
系
の
中
位
に
は
他
地
の
林
材
質
岩
に
封
此
さ
れ
る
特
殊
の
黒
色
粘
板
岩
層
が
あ
る
.
本
地
域
に
於
で
は
此

の
暦
は
二
十
米
以
下
の
厚
ruを
有
L
p
岩
石
は
黒
-
､
多
少
銀
色
の
光
輝
と
小
観
覧
ポ
し
て
屠
る
｡
他
地
で
は
林
材

質
岩
は
化
石
に
富
ん
で
居
る
が
'
本
地
域
で
は
殆
ど
見
懲
ら
夜

5,｡
僕
に
腕
足
介
の
印
象
ら
し
い
と
恩
は
れ
る
物
が

あ
る
は
過
ぎ
を
い
｡
然
し
乍
ら
岩
贋
か
ら
見
て
朴
材
質
岩
に
封
此
さ
れ
る
事
は
確
賓
で
あ
る
｡
林
柑
貢
岩
は
普
通
中

部
悉
武
薫
の
下
部
と
云
は
れ
る
物
で
あ
る
｡
従
っ
て
本
地
威
光
牛
の
地
腎
が
朝
鮮
系
で
あ
る
罫
が
之
で
基
音
さ
れ
た

わ
け
で
あ
る
｡
本
地
域
に
放

ては
此
の
粘
板
岩
暦
(
林
村
頁
岩
)
は
孫
子
山
方
面
と
南
兼
隅
の
丘
陵
の
元
灘
面
内
里
と

下
里
と
の
間
に
春
す
る
O

平
地
北
先
方
の
暦
惇
及
び
地
異
粘
池

二

.二

.



地

球

節
二
十
懲

節

一
班

三

一
二

朝
僻
系
は
此
の
林
材
質
岩
に
依
っ
て
上
下
の
二
つ
に
大
別
さ
れ
る
｡
林
材
質
岩
よ
-
上
は
石
衣
岩
'
白
雲
岩
の
地

層
で
あ
っ

て､
朝
鮮
で
よ
-
大
石
衣
岩
層
と
呼
ば
れ
た
地
層
の
大
部
に
鼎
薗
し
､
中
部
悪
武
系
か
ら
下
部
展
開
系
に

亘
っ
て
屠
る
｡
下
部
圏
は
大
部
分
千
枚
岩
よ
-
な
-
､
石
衣
岩
と
珠
岩
の
薄
層
を
爽
む
物
で
あ
っ
V
r
立
岩
所
属
の

順
川
粘
板
岩
暦
と
揮
す
る
地
層
は
鼎
曹
す
る
下
部
鮭
武
系
で
あ
る
｡

下
部
暦
は
廉

い
何
桁
を
占
め
て
現
れ
､
囲
士
峰
(
四
四
六
｡
○
米
)'
孫
子
川
(
三
五
六
二

米
)'尋
丑
山
(
三
七

-I
米
)

等
の
本
地
城
中
敢
旦
向
い
部
分
を
構
成
し
､
史
に
南
西
に
進
ん
で
大
望
川
に
至
っ
て
下
部
大
同
系
の
下
に
隠
れ
る
｡

大
豊
山
の
頭
陀
寺
､
寺
洞
に
は
本
厨
の
石
衣
岩
､
千
枚
岩
が
新
固
静

(in
lier
)
と
な
っ
て
掛
を
出
し
て
居
る
｡
叉
南

東
隅
に
あ
る

一

〇
C
-
1i
五

〇
米
の
丘
陵
の
大
部
を
作
る
｡

木
履
は
少
し
の
例
外
を
除

い
て
､
北

.二
茄
-
五
五
度
束
に
走
-
､東
南
東
乃
至
南
東
に

一
五
-
凶

C)皮
傾
斜
す
る
｡

大
磯
に
放
て
北
部
で
は
走
向
が
北
に
寄
る
串
が
多
-
､
南
部
で
は
北
東
に
在
る
0
即
ち
走
向
は
大

き
-
轡
曲
す
る
｡

僻
原
系
下
部
暦
と
同
じ
-
､
本
暦
の
千
枚
岩
の
井
班
面
は
暦
面
に

一
致
す
る
か
､
叉
は
極
め
て
近
い
も
の
と
瓜
は
れ

る
｡
何
と
な
れ
ば
千
枚
岩
中
に
爽
在
す
る
石
衣
岩
､
珪
岩
の
暦
面
は
接
す
る
千
枚
岩
の
片
鍬
面
は
平
行
し
て
居
る
の

み
在
ら
ず
.
千
枚
岩
丈
に
就

い
て
も
､
岩
蟹
の
異
る
薄
層
が
互
暦
す
る
場
令
に
は
片
排
面
は
暦
面
は

.t
致
し
て
居
る

か
ら
で
あ
る
｡
然
し
乍
ら
暦
面
は

山
致
し
な

い
も
の
が
あ
る
か
も
知
れ
な

い
｡

斯
-
の
如
-
本
暦
は
畢
斜
状
を
在
す
様
に
見
え
る
が
､
恐
ら
-
輪
倒
摺
曲
を
し

て屠
る
の
で
あ
ら
う
｡
石
衣
岩
を

上
､
下
盤
と
し

て､
其
の
閏
に
爽
ま
れ
た
千
枚
岩
よ
-
な
る
本
圏
が
局
部
摺
曲
を
な
す
可
能
性
は
十
分
あ
る
｡
順
に

軍
斜
状
と
し
て
暦
厚
は
約
三
〇
〇
〇
米
に
蓮
す
る
｡



本
暦
の
千
枚
岩
は
通
常
碑
線
炎
色
叉
は
衣
純
色
.時
に
は
黒
衣
色
で
'著
し
い
片
状
構
造
堅
ポ
し
て
居
る
｡
鋸
沓
す

る
は
組
成
鍍
物
は
石
英
.
絹
雲
母
'
練
泥
石
が
主
で
あ
る
が
､
英
等
の
割
合
'
太
さ
は

一
足
し
な

い
｡
純
泥
石
は
石

英
よ
多
少
い
事
が
多
い
が
'
絹
雲
母
よ
-
多
い
事
が
あ
わ
7時
に
は
石
英
､絹
雲
母
の
何
れ
よ
少
も
多
い
轟
79
あ
る
｡

其
の
場
合
に
は
岩
石
は
著
し
-
純
色
と
在
る
｡
絹
雲
母
が
多

い
場
合
に
は
岩
石
は
肉
眼
的
ほ
銀
色
を
帯
び
る
.
石
英

の
大
き
は
○
｡五
粍
位
が
普
通
で
､
絹
雲
母
片
は
長

さ
〇
二

粍
内
外
'
時
ほ
は
藍
に
小
n
い
｡
柴
足
両
青
雲
山
の
間

葉
で
採
っ
た
物
は
尊
貴
淡
色
'
砂
質
で
'
石
英
は
〇
二
ハ
ー

一
種
で
'
練
泥
石
の
代
少
に
線
色
(薄
片
で
)雲
母

(
義

〇
･
二
五
粍
)
が
あ
る
.
此
の
標
本
は
約

一

〇
%の
磁
鉄
鉱
の
八
両
鰻
結
晶
(
約

〇
｡
〇
七
粍
)
を
含
ん
で
厨
､
且
､
電

気
石
(長
二
粍
)
を
僅
少
乍
ら
有
す
る
｡
磁
蛾
錬
む
有
す
る
岩
石
は
此
の
外
に
も
各
地
は
見
ら
れ
る
｡
面
も
肉
眼
的
に

見
え
る
事
が
多
い
.｡
此
の
錬
物
の
布
衣
に
よ
っ
て
黒
-
着
色
さ
れ
て
居
る
の
が
普
通
で
あ
る
｡
電
気
石
は
極
め
て
少

量
で
は
あ
る
が
'
殆
ど
常
は
存
す
る
様
で
あ
る
｡
先
の
例
の
大
き
は
例
外
で
あ
っ
て
'
普
通
は
最
大
長

〇
二
二
粍
で

あ
る
｡
千
枚
岩
の
中
に
は
珪
欝
の
も
の
も
あ
る
｡

斯
-
の
如
-
千
枚
岩
中
に
電
気
石
が
春
す
る
事
は
興
味
の
あ
る
罫
で
あ
っ
て
.
著
し
此
の
場
合
此
の
鋸
物
が
砕
屑

物
で
な
い
と
す
る
な
ら
ば
'
直
接
岩
雄

エ
マ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
生
じ
た
79
の
で
あ
る
雫
で
あ
る
｡
定
に
立
ち
入

っ
て
其
の
時
期
を
決
め
る
の
は
困
難
で
あ
る
が
'
前
記
の
片
麻
岩
に
な
つ
允
花
園
岩
々
東
の
貫
入
に
鋼
係
が
あ
る
の

で
は
を

い
か
と
想
像
さ
れ
る
｡
著
し
之
が
正
し
い
な
ら
ば
'
片
麻
岩
薫
は
朝
鮮
系
よ
み
新
し
い
と
い
ふ
事
は
在
る
｡

朝
鮮
系
上
部
暦
は
前
記
林
材
質
岩
層
及
び
其
よ
り
上
の
石
衣
岩
.
白
雲
岩
層
を
意
味
す
る
｡
林
材
質
岩
の
匿
iI
上

に
は
薄
板
状
石
衣
岩
層

(
厚
さ
約
五

〇
〇
兼
以
上
)
が
あ
ゎ
'
更
は
其
の
上
は
白
雲
岩
層

(
厚
n
三
〇
〇
米
?
)
と
夜

中
坊
北
淡
方
の
府
樺
及
び
地
成
構
造

三

二
ニ



地

球

節
二
十
各

節
一
披

蒜

.1
困

る
O
薄
板
状
石
衣
岩
暦
は
孫
子
山
南
東
部
に
主
と
し
て
現
れ
'
叉
木
地
域
の
南
東
隅
の
丘
陵
と
､
江
東
郡
元
灘
宙
元

新
里
よ
-
鹿

足
面
聖
文
里
に
至
る
間
'
平
元
道
路
に
沿
う
て
帥
-
現
出
す
る
｡
大
部
分
鼎
畏
友
色
又
は
膏
黒
色
､
薄

寂
状
石
衣
岩
よ
-
在
-
､
低
凍
夜
丘
陵
を
造
っ
て
居
る
が
､
下
部
は
膏
衣
色
､
翻
粒
結
晶
質
石
衣
岩
の
革
が
あ
-
'

孫
子
山
に
於
け
る
如
-
､
比
軽
的
急
傾
斜
の
山
を
作
っ
て
居
る
｡

白
雲
岩
層
は
主
と
し
三
光
灘
面
内
里
か
ら
柴
足
面
空
文
里
に
棄
る
低
地
帯
の
大
部
を
作
り
'
叉
木
地
城
南
兼
隅
の

丘
陵
に
も
搾
れ
る
｡
岩
石
は
多
-
淡
骨
炭
色
､
其
の
他
､
次
白
色
､
黒
衣
色
で
'
細
粒
鶴
晶
栗
､
時
に
撤
密
で
暦
坤

は
明
で
あ
る
が
､
厨
球
に
垂
直
の
節
理
が
多
-
､

ハ
ン
マ
ー
で
叩
け
ば
硫
化
水
素
奥
を
磯
す
る
｡
既
述
の
聯
原
糸
上

I

部
圏
の
上
部
の
白
雲
岩
に
よ
-
似
て
居
る
｡

此
等
の
薄
放
状
石
灰
岩
暦
と
白
雲
岩
層
と
む
合
せ
た
も
の
は
立
岩
所
長
が
朝
鮮
地
貿
同
第
十
二
時
は
於
で
放
出
石

衣
岩
腎
と
栴
せ
ら
れ
た
物
に
封
此
出
凍
る
株
で
あ
る
.
股
山
石
衣
岩
暦
の
上
部
の
岩
石
は
苔
土
質
の
特
徴
が
あ
る
と

云
ふ
｡
本
地
域
に
は
之
よ
-
上
の
朝
鮮
系
の
部
分
は
存
在
し
な

い
様
で
あ
る
｡

地
質
閲
に
示
し
た
迫
り
P
内
奥
の
西
方
及
び
南
東
隅
の
丘
陵
に
於
で
は
薄
板
状
石
衣
岩
層
と
白
雲
岩
暦
と
が
交
互

す
る
が
､
之
は
輯
倒
摺
曲
の
粘
基
と
判
断
す
べ

き
も
の
で
あ
ら
う
｡

卒
安
第

本
系
は
調
査
憧
域
の
南
緯
に
現
出
す
る
が
､
元
来
筆
者
は
之
よ
カ
古
い
地
暦
を
研
究
の
主
夜
封
照
と
し

た
馬
､
卒
安
系
に
就
で
は
飴
･q
調
査
し
な
か
っ
た
｡
従
っ
て
,i地
に
特
に
記
述
す
る
革
は
田
来
な
い
.O

下
部
大
同
第

之
は
既
述
の
通
わ
.
大
里
山
を
作
る
地
層
で
あ
っ
て
'
朝
鮮
系
を
エ父
斜
不
整
合
に
被
覆
す
る
｡
本

暦
に
就

い
て
は
既
に
今
野
撃
士
の
研
究
聴
衆
も
あ
る
し
､
又
聾
者
の
観
察
は
不
充
分
で
あ
る
の
.で
誠
に
は
記
ru覆
い
'3



火
成
岩
鵜

飴
-
一報
達
し

tJ居
な

い
が
､次
の
棟
数
は
分
け
ら
れ
る
｡
即
ち
(
一
)
ペ
グ
マ
タ
イ
-
､
(
二
)
旗
基
性
脈

栄
(
≡
)黒
雲
付
花
園
岩
､
(
凹
)草
花
崩
岩
乃
至
草
花
同
岩
貿
石
基
斑
岩
の
凶
積
数
で
あ
る
｡
此
等
の
申
(
二
)
と
(
≡
)

は
相
伴
っ
て
現
出
し
､
密
接
を
闘
係
を
有
す
る
楼
で
あ
る
が
.
(
1
)
に
は
無
鋼
係
で
､
(
四
)
に
封
し
て
は
甫
接
の
鯛

係
を
持
た
を
い
ら
し

い
｡
(

一
)

と
(
四
)と
は
相
互
に
無
闘
係
で

あ
る
｡

聞

(
1
)
ペ
グ

マ
タ
イ
ト
は
片
麻

岩
及
び
群
原
系
下
部
圏
の
雲
母

四

片
岩
(
稀
は
石
衣
岩
)中
は
片
球

面
に
沿
う
て
貫
入
し
て
居
る
｡

常
に
規
模
が
小
ru
い
の
で
地
質

図
に
は
表
せ
覆
い
｡
良
好
夜
露

ms宝1;J･･Ji･卦,Gpペ '/.マタイ ト

第 五 同

GP

班
の
ス
ケ
ッ
チ
を
左
に
二
三
示
す
｡
普
通
厚
さ

一
米

以

下

の

質

入

岩
床

む
な
し
屡
々
静
々
貫
入
む
し
で
屠
る
｡
多
量
に
貫
入

し

た

場

合

に
は
雲

母
片
岩
の
薄
層
む
包
裏
し
て
屠
る
.
ペ
グ

マ
タ

イ

ト

は

片

麻
岩
を
作
っ

た

花

岡

岩

々
娘

の

賞

人

後

p

其

の

火

戚

活

動

末

期

に

生

じ
た
も
の
と
考

へ
ら

れ

る

｡

稿

は

片

麻

岩

甲

に

は

石

英

脈

も

存

在

す

る
｡

不
城
北
加
方
の
厨
序
及
び
地
質
柵
治

L __ l. ｣ m
ms資TU:)i-･kLli,ls白雪岩,Gpペグマタイト



第 六 同

GPペグマタイト,gn片腕tl'･
姉
二
十
雀

節

t

班

〓

ハ

〓
ハ

(
二
)堕
蓋
性
脈
岩
は
常
に
風
化
し
て
現
れ
る
の
で
､
正
確
を

岩
種
を
知
る
事
は
困
難
で
あ
る
が
'
輝
練
岩
と
扮
岩
の
二
種
に

分
け
ら
れ
る
様
で
あ
る
.
次
紀
の
花
園
岩
に
伴
っ
て
現
れ
.
又

片
麻
岩
､
鮮
原
系
譜
暦
､朝
鮮
系
譜
暦
中
に
帽
数
氷
以
内
の
一岩
脈

を
を
し
､
稀
に
は

1
米
内
外
の
貫
入
岩
床
を
作
る
｡
岩
脈
は
種

々
の
時
期
の
断
層
線
は
沿
ふ
か
'
又
は
某
に
平
行
し
て
居
る
0

(
≡
)花
柄
岩
は
現
出
状
態
蝕
み
明
で
な

い
が
'
貫
入
岩
床
状

で
あ
る
ら
し
い
｡
普
通
粗
粒
で
､
有
色
鋸
物
と
し
て
黒
雲
母
を

有
す
る
｡
現
出
す
る
朗
は
柴
足
雨
龍
芝
里
北
方
､
張
筋
宮
洞
へ

板
橋
洞
､
和
雄
旦
(
奇
岩
鬼
籍
洞
)
､
和
盛
運
舘
洞
等
で
あ
る
.

(
四
)草
花
桶
岩
乃
至
石
英
斑
岩
は
本
地
域
の
北
端
在
る
馬
山

恕
作
-
'
北
西
方
向
に
幅

一
二
〇
〇
米
の
岩
脈
計
作
る
｡
之
は
北
西
の
断
層
に
滑
ふ
て
貫
入
し
た
も
の
で
あ
る
｡
岩

慢
内
で
は
岩
質
は

1
足
し
な
い
で

､
中
央
部
で
は
淡
次
色
斑
状
で
'
肉
眼
的
石
英
､
有
色
躯
物
の
斑
晶
を
有
し
.
石

基
は
非
顧
晶
質
で
あ
る
が
p
適
練
部
で
は
白
色
牛
花
園
岩
で
'
鋸
査
す
る
に
〇
･
1
粍
内
外
の
石
其
と
長
石
よ
少
な

少
P
此
敏
的
大
き
夜
白
雲
母
を
含
む
｡

白
雲
母
は
石
英
を
ポ
イ
敢
リ
チ
ッ
ク
に
包
裏
す
る
｡

此
等
二
つ
の
岩
相
の
外

は
白
色
非
顕
晶
質
で
'
倣
珪
長
岩
質
石
基
中
に
倣
斑
晶
を
有
す
る
も
の
が
あ
る
｡
馬
山
以
外
で
は
斧
山
面
花
谷
に
北

西
断
層
は
沿
っ

て幅
数
氷
の
石
英
斑
岩
の
岩
脈
が
あ
る
.



以
上
の
(
二
)､
(
≡
).
(
四
)
の
諦
火
成
岩
は
略
々
同
時
期
は
､
断
層
生
成
後
は
寛
人
し
た
79.の
と
考

へ
ら
れ
る
｡

第
E
r系

大
同
江
及
び
其
の
支
流
は
沿
ふ
平
野
､
洪
滴
地
を
在
す
新
期
坤
積
暦
よ
み
古

い
と
信
ず
べ
dlJ79
の
は
低

い
丘
陵
を
被
覆
し
て
居
る
｡
本
地
域
の
兼
備
は
近
い
元
灘
面
元
新
里
と
高
泉
面
開
披
里
と
の
間
に
あ
る
六
〇
-
七
〇

莱
(
附
鑑
の
平
地
は
二
十
敏
光
)
の
丘
陵
の
高
所
は
二
〇
I
三
〇
糎
の
固
い
大
磯
(主
と
し
て
珪
岩
の
)
の
暦
よ
カ
な
っ

〈居
る
.
此
の
丘
陵
の
腹
部
及
び

1
段
低
い
四
〇
米
未
満
の
低
丘
は
褐
色
砂
よ
カ
を
-
､
高
い
方
の
丘
は
接
し
た
朗

で
は
高
所
の
磯
も
混
じ
て
居
る
様
で
あ
る
O
此
等
二
つ
の
堆
積
暦
の
申
､
高
い
丘
の
物
の
方
が
古
-
､
低
い
方
が
新

し

い
事
は
勿
論
で
あ
る
｡
低
い
方
の
段
は
楽
浪
唯
中
原
に
皆
る
も
の
と
考

へ
ら
れ
､
其
の
堆
積
物
は
立
岩
所
長
の
請

劫
相
成
暦
(朝
鮮
地
質
図
第
十
二
嘩
)
と
ru
れ
た
物
に
封
此
さ
れ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
.
高

い
方
の
磯
暦
は
高
さ
及

び
厚
さ
が
劣
る
が
.
立
岩
撃
士
の
雪
苅
両
部
線
約
線
の
股
山
近
傍
に
寵
め
ら
れ
た
股
山
磯
暦
や
中
村
先
生
が
昨
秋
'

中
郡
酉
方
で
磯
兄
さ
れ
た
丘
頂
を
な
す
厚
い
(数
十
米
の
)磯
暦
に
封
比
さ
れ
る
も
の
か
79
知
れ
な
い
｡
然
-
r･u
す
れ

ば
洪
積
層
は
属
す
る
｡
之
と
同
様
の
も
の
は
南
東
隅
の
丘
陵
の
朝
鮮
系
上
部
暦
の
部
分
(
高
当ェ
ハ
○
米
以
下
)
に
も
現

れ
る
｡
然
し
厚
さ
は
斑
に
減
じ
で
鮎
在
す
る
に
過
ぎ
夜
-
在
る
｡
従
っ

て地
質
周
に
は
表
せ
覆

い
｡

前
記
の
低
位
堆
積
膚
と
同
じ
物
は
鹿
足
面
速
花
里
と
鳳
風
両
と
の
間
の
六
〇
米
未
満
の
丘
陵
を
覆
し

て居
る
.
義

に
禍
色
砂
で
p
珪
岩
､
石
英
片
岩
p
紫
衣
色
頁
岩
(
紅
店
統
-
)
の
有
角
(
一
部
園
)廉
4<LJ含
む
｡
更
は
禍
銭
鍍
塊
を
も

有
す
る
｡
大

盤

山
南
茂
の
低

い
丘
に
も
同
じ
砂
士
が
あ
わ
､
基
盤
は
露
れ
な

い
｡

地

質

構

造

(節
品

番
豊

年
城
北
親
方
の
帰
梓
及
び
地
質
柿
造

石

山
七
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曙
曲

既
述
の
迫
-
､
永

地
域
の
朝
鮮
系
及
び
群
原
系
は
組
宿
的
ほ
言
っ
て
北
東
-

南
西
に
走
力
､
南
東
に
傾
斜

し
て
､

一
見
単
科
状
に
見
え
る
が
'
少
-
と
79
朝
鮮
系
は
北
酉
は
晒
倒
摺
曲
を
方<
し
て
屠
る
と
解
揮
さ
れ
る
｡
平
安

系
の
走
向
､
傾
斜
は
不
規
則
で
あ
る
が
､
大
磯
は
放
て
東
西
の
軸
を
以
て
招
曲
し
て
屠
る
O
此
等
三
薫
の
間
の
靭
係

i

は
､
前
二
者
の
間
は
整
合
又
は

平

行
不
基
(
2'
彼
二
者
の
間
は
平
行
芥
整
合
で
あ
る
｡
大
聖
山
を
作
る
下
部
大
同
系

は
朝
鮮
系
下
部
暦
を
交
斜
不
盤
倉
に
被
以
､
商
酉
は
三
〇
度
以
下
傾
斜
し
て
居
る
｡
走
向
は
そ
れ
以
前
の
岩
層
の
そ

れ
と
累
か
P
且
'
少
-
典
本
地
域
内
で
は
著
し
い
摺
曲
は
絡
め
ら
れ
老

い
｡
以
上
の
邦
か
ら
､
本
地
域
に
於
け
る
摺

曲
運
動
は
平
安
系
堆
積
後
p
下
郷
大
同
系
堆
積
前
に
行
は
れ
､
下
部
大
同
系
堆
積
前
に
使
蝕
間
隙
が
あ
-
､
其
の
後

摺
曲
が
あ
っ
て
7P
P
極
-
微
弱
で
､
摺
曲
刺
の
方
向
が
違
つ
ね
と
推
論
さ
れ
る
｡
即
ち
主
な
褐
曲
の
時
期
は
三
盛
紀

中
と
結
論
す
べ
F
Jで
あ
る
｡
従
塞
朝
鮮
の
地
質
構
造
論
は
於
で
主
要
を
摺
曲
p
衝
上
の
時
期
は
上
部
保
雅
紀
と
ruれ

て
屠
た
が
､
少
-
と
も
本
地
域
は
於
で
は
摺
曲
は
も
つ
と
早
-
行
は
れ
な
の
で
あ
っ
て
p
衛
上
は
之
と
は
別
に
､
次

に
述
べ
る
横
に
､
他
地
方
と
同
じ
-
上
部
保
雄
配
に
蕉
じ
ね
と
考

へ
ら
れ
る
O

荷
上

本
地
域
兼
牢
に
於
で
は
朝
鮮
系
と
郷
原
系
と
は
元
氷
の
被
覆
観
係
は
あ
る
が
､
西
中
に
放
て
は
斯
か
る
紬

係
は
見
ら
れ
ず
､青
雲
山
の
兼
-
南
腹
は
放
け
る
戒
に
朝
鮮
系
下
部
暦
は
郵
原
義
下
部
暦
と
直
ち
に
相
接
L
t
或
は
大

泉
旦
附
近
で
は
片
麻
岩
系
が
新
原
系
上
部
樹
中
は
現
れ
'
然
も
後
者
は
特
別
は
東
男
を
受
け
て
居
な
い
｡
叉
大
望
川

の
西
方
在
る
奇
岩
里
長
幌
附
近
で
は
片
麻
岩
と
下
郷
大
同
系
砂
岩
と
が
接
し
て
居
る
｡
斯
-
の
如
き
事
賓
は
北
東
方

向
の
衝
上
と
北
西
-
南
東
の
正
断
層
を
考

へ
で
初
め
て
容
易
に
説
明
す
る
事
が
出
来
る
｡
即
ち
大
曳
山
の
四
方
に
於

で
は
片
麻
岩
は
下
部
大
同
系
の
上
に
梼
上
し
.帝
雲
両
方
面
で
は
新
原
系
下
部
は
朝
鮮
系
下
部
暦
の
上
は
衝
き
上
げ
､

.*
硫
北
恥
方
の
犀
序
及
び
他
部
紡
法

式

一
九



他

端

沸

二
十
懇

沸

.i
班

三
〇

二
〇

大
泉
旦
肝
進
で
は
片
肺
山嵐
と
酔
原
糸
下
部
層
が
弾
原
系
上
部
暦
の
上
は
押
し
被
せ
て
居
る
の
で
あ
る
｡
而
し
て
此
等

三
地
は
於
で
p
相
接
す
る
岩
層
が
薫
る
の
は
北
閣
方
向
の
正
断
層
に
依
っ
て
切
ら
れ
て
相
互
に
塵
任
し
.
露
出
す
る

水
準
を
異
に
す
る
に
至
っ
た
が
馬
で
あ
る
｡
三
石
里
方
面
に
北
酉
方
向
に
細
長
-
輝
原
索
上
部
暦
が
現
れ
る
の
は
地

亜
状
を
な
し

て両
側
よ
んエ
向
-
夜
つ
た
が
為
は
､
衝
上
面
よ
-
下
の
も
の
が
現
れ
た
が
故
で
あ
る
.
青
雲
山
方
市
で

は
弾
原
索
上
潮
暦
が
地
下
に
隠
れ

て居
る
と
推
定
さ
れ
る
事
は
既
は
述
べ
た
｡
菅
雲
山
の
名
を
探
っ

て本
街
上
散
骨

室
山
街
上
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
｡

然
ら
ば
本
地
威
光
牛
.
即
ち
後
記
の
大
泉
盟
断
層
よ
み
北
兼
方
で
は
此
の
餌
上
は
何
虞
は
あ
る
か
.
此
の
晃
年
部

の
大
部
を
占
め
る
朝
鮮
系
下
部
静
の
中
.
及
び
其
の
北
西
側
に
あ
る
郷
原
系
上
部
履
中
に
は
衝
上
の
存
在
を
推
定
す

る
手
掛
少
は
見
用
し
程
を

い
｡
又
南
兼
隅
な
る
鳳
風
山
丘
陵
に
於
で
朝
鮮
系
と
平
安
系
と
を
劃
す
る
衝
上
が
あ
る
が

之
は
蘭
雲
山
衝
上
と
は
別
で
あ
っ
て
､
後
者
よ
カ
も
下
hJJ>
あ
る
も
の
と
推
定
n
れ
る
｡
後
述
の
如
-
大
泉
里
断
層
は

南
西
側
断
路
の
も
の
と
解
す
べ
iPJで
あ
っ

て'
其
の
北
東
側
に
放
て
は
青
雲
山
街
上
は
北
西
は
軌
臨
し
､
琴
b
-
解

脱
系
上
下
部

む
境
し
て
北
方
に
走
る
の
で
は
を

い
か
と
磁
は
れ
る
｡

前
記
の
鳳
風
山
は
あ
る
朝
鮮
系
と
平
安
系
を
割
す
る
街
上
は
晴
々
東
西
の
も
の
で
あ
っ

て､
二
枚
あ
る
｡
各
々
朝

鮮
系
下
部
闇
と
上
部
層
白
雲
岩
層
も
後
者
と
平
安
系
を
揺
す
る
｡
本
箱
上
を
鳳
風
山
衝
上
と
名
づ
け
る
｡
之
の
西
方

へ
の
延
長
は
背
-
は
第
四
系
の
下
は
隠
れ
る
が
､
柴
見
向
蓮
花
里
の
西
方
は
於
で
現
れ
､
朝
鮮
系
上
部
暦
J
J車
安
系

の
境
を
覆
し
て
居
る
｡

之
よ
タ
酉
に
な
る
と
後
記
の
長
水
院
断
層
に
よ
っ
て
切
ら
れ
､
琴
b
-
大
豊
山
の
朝
鮮
系
の

下
は
隠
れ
て
屠
る
も
の
と
推
定
n
れ
る
｡



期
-
て
本
地
域
に
は
育
雲
山
街
上
と
鳳
風
山
街
上
の
二
街
上
が
存
在
す
る
こ
と
が
推
定
さ
れ
た
｡
前
者
は
北
兼
-

歯
間
乃
至
南
北
に
走
る
も
の
で
､
北
西
乃
至
閣
側
が
衝
上
し
た
も
の
で
あ
-
､
後
者
は
略
々
東
西
は
走
-
､
北
側
が

衝

き
上
げ
た
も
の
で
あ
る
｡
此
等
二
衝
止
は
同
時
期
の
亜
戊
に
係
る
も
の
と
し
て
何
等
差
文

へ
な
い
O

以
上
の
加
-
術
上
は
摺
曲
よ
¢
筏
に
､
そ
れ
と
は
直
接
の
槻
係
な
し
に
'
且
､
運
動
の
向

き
を
逆
に
し
て
行
は
れ

ね
の
で
あ
る
｡
其
の
時
期
は
育
雲
出
特
上
が
下
部
大
同
系
計
切
っ

て居
る
以
上
､
同
僚
堆
積
筏
で
あ
っ
て
､
朝
鮮
は

於
で
教
も
激
し
い
庫
動
の
行
は
れ
た
上
部
保
雄
配
で
あ
る
都
は
殆
ど
疑
な

い
〇
三
盤
紀
の
褐
曲
運
動
は
上
郷
保
雅
紀

の
塵
動
の
先
駆
と
見
る
べ
q
Jも
の
で
あ
る
｡

正
断
暦

之
は
別
に
摺
曲
及
び
衝
上
に
後
れ
て
珪
成
n
れ
ね
も
の
で
あ
っ
て
'
後
二
者
を
凱
齢
せ
し
め
た
｡
其
の

蕉
戒
の
時
期
は
三
つ
に
匿
別
す
る
串
が
揖
氷
る
｡
第

一
期
の
も
の
は
衛
上
後
の
弛
経
の
時
期
に
壁
じ
ね
と
解
す
べ
き

で
あ
っ

て､
本
地
城
の
閥
東
部
に
.
発
足
面
内
旦
よ
-
同
面
鏡
峰
旦
新
洞
を
経
て
江
東
郡
元
灘
面
内
里
に
至
る
間

､

晴
々
東
西
に
走
っ
て
屠
る
｡
北
側
断
蕗
の
も
の
で
p
途
中
第
三
期
断
層
は
よ
っ
て
軌
配
し
'
且
'
部
分
的
に
走
向
散

歩
じ
て
屠
る
｡
柴
足
面
内
旦
以
西
は
不
明
で
あ
る
が
.
元
来
此
の
断
層
は
地
暦
走
向
に
怖
々
平
行
に
出
凍
ね
も
の
で

あ
っ
て
'
西
方
に
向
っ
て
走
向
を
南
西
に
礎

へ
､
第
二
期
断
層
に
一
致
す
る
ほ
至
る
も
の
で
あ
ら
う
｡

第
二
期
断
簡
は
北
東
(
一
部
東
北
兼
)方
向
､
即
ち
大
磯
支
郷
方
向
の
7P
の
S,
あ
っ
て
､
大
き
を
の
が

一
本
あ
る
｡

商
西
は
高
坊
山
森
泉
所
の
西
方
在
る
陽
岩
選
に
磯
L
t
囲
水
幌
､
長
水
院
を
経
て
発
足
面
聖
文
里
に
至
っ
て
雛
三
期

断
固
た
る
大
泉
果
断
暦
は
よ
っ
て
著
し
-
軌
離
し
､
小
池
境
に
現
れ
p
銀
峰
里
に
於

で帯
び
削
鮒
す
る
が
.
大
醍
東

北
東
に
進
ん
で
江
東
郡
元
酢
面
元
新
里
に
達
し
､
fJ
J
で
節
三
期
の
元
新
里
断
簡
に
よ
っ

てず
れ
る
｡
之
よ
か
先
は

恥

鹿
北
火
廿
の
櫛
序
及
び

地
坪
桃
泣

三

二
.i



仙

】

求

節
二
十
海

鮮

7
兆

三

二
ニ

節
四
配
河
成
層
の
稚
苗
の
馬
に
所
在
不
明
と
な
る
が
p
北
兼
に
進
ん
で
藷
鹿
に
放
て
大
同
江
を
過
ぎ
少
､
史
に
先
に

柑
-
も
の
と
瓜
は
れ
る
｡
本
断
簡
は
其
の
南
西
部
即
ち
大
聖
山
の
南
東
側
で
は
北
西
断
落
で
あ
る
が
､
聞
水
場
､
浸

水
院
の
附
近
で
､
南
東
側
に
之
は
挙
行
し
て
南
東
断
群
の
も
の
が
現
れ
'
之
よ
与
党
で
は
後
者
の
み
が
教
達
す
る
に

覚
る
｡
本
断
層
を
長
水
院
断
層
と
命
名
す
る
｡
第
二
期
に
屈
す
る
も
の
に
荷
は
鳳
風
山
の
北
岡
側
を
北
東
-

南
西
に

走
る
断
層
が
あ
る
｡

妨
三
期
断
簡
は
政
も
数
の
多

い
物
で
あ
っ
て
､
朝
鮮
系
及
び
鮮
原
系
を
横
断
叉
は
斜
断
L
t
大
健
北
西
に
走
る
が

北
々
閥
の
乙
と
も
西
北
酉
の
乙
と
も
あ
る
｡
即
ち
方
向
は
朝
鮮
方
向
と
兄
倣
す
rJ
と
が
出
凍
る
｡
本
期
の
断
層
は
最

後
は
国
衆
LJ
も
の
で
あ
る
か
ら
.
摺
曲
朝
､
衝
上
.
姉

二

第
二
期
断
層
を
触
齢
せ
し
め
て
､
地
層
の
配
列
に
轡
化

を
生
ぜ
し
め
た
｡
本
期
断
層
の
主
な
る
も
の
は
三
つ
あ
る
｡

弦
に
大
泉
旦
断
層
と
名
づ
け
る
も
の
は
南
東
は
月
明
洞
よ
-
磯
し
て
北
西
に
向
以
'
里
文
展
を
経
て
大
泉
里
の
商

東
方
は
至
つ
三

石

は
分
れ
､
其
の
北
東
側
の
も
の
(
大
泉
鬼
断
肝
A
と
し
､
他
を
B
と
す
る
)
の
延
長
部
は
馬
山
の

石
英
斑
岩
の
大
岩
脈
が
貫
入
し
て
居
る
の
で
あ
る
｡
此
の
断
層
は
青
雲
山
簡
上
の
配
置
を
著
し
-
鼻

へ
､
A
断
簡
よ

-
北
東
で
は
青
雲
仙
術
上
塊
が
童
に
北
方
に
移
動
し
て
終
っ
て
居
る
｡

一
方
､
荷
上
面
よ
-
急
傾
斜
と
見
放
す
可
p
,

地
暦
の
凱
臨
む
見
る
ほ
A
断
層
を
境
と
し
て
北
東
側
の
方
が
北
西
に
ず
れ
て
居
る
｡

炊
州
し
其
の
酌
齢
の
程
度
は
衝
上

の
そ
れ
に
は
及
ば
な

い
｡
斯
か
る
事
薯
は
南
関
側
が
南
東
は
担
任
し
っ
J
断
落
し
ね
と
し
て
始
め
て
説
明
が
つ
-
0

叉
B
断
層
に
よ
っ
て
も
育
雲
山
衝
上
は
喰
S
連
S
を
蕉
じ
､
簡
閲
側
が
北
西
に
ず
れ
て
居
る
櫨
に
見
え
る
が
'
北
東

側
に
は
簡
上
面
下
の
地
層
が
現
れ
て
屠
る
の
で
.
南
町
側
の
断
蕗
は
明
で
あ
る
｡
叉
大
泉
里
断
層
(南
莱
部
)
は
よ
る



前
記
量
水
院
断
暦
の
離
断
は
甚

だ
揖薯
で
あ
る
｡
之
等
の
郡
安
は
大
泉
里
断
層
の
南
光
郵
及
び
同
断
腎
B
で
は
南
関

側
が
北
両
に
鼻
位
し
っ
ゝ
断
落
し
穴
と
し
て
説
明
す
る
rJ
と
が
出
来
る
｡
ま
と
め
て
言

へ
ば
､
大
泉
旦
断
暦
は
蚤
鰭

と
し
て
甫
間
断
蕗
の
も
の
で
あ
っ
て
t
A
､
B
は
階
段
状
を
な
す
が
､
本
断
層
南
東
部
と
B
は
放
て
は
南
西
側
が
北

西
に
捷
任
し
､
A
に
放

ては
商
酉
側
が
南
東
に
担
任
L
Lt
t
A
､
B
に
爽
恐
れ
た
地
塊
は
閥
東
方
に
樫
状
は
突
入
し

た
と

い
ふ
事
に
な
る
｡

江
東
郡
元
難
所
元
新
里
を
迫
っ

て北
北
西
1
滴
南
東
は
走
る
､
尭
落
ち
の
断
層
堅
光
新
里
断
層
と
名
づ
け
る
.
之

に
ょ
っ
て
朝
鮮
系
上
部
暦
は
著
し
-
飢
配
し
て
居
る
が
'
然
し
そ
れ
は
地
層
が
稽
曲
し

て居
る
が
馬
に
左
様
見
え
る

の
で
あ
っ
て
､
賓
は
飴
-
落
差
は
大
き
-
な

い
｡

長
水
院
よ
少
北
酉
に
向
S
､
洗
足
両
乾
芝
里
を
経
て
斧
山
南
花
里
に
至
-
'
定
に
延
び
て
順
安
の
東
方
に
連
す
る

北
兼
落
ち
の
断
簡
が
あ
る
｡
之
を
聡
芝
里
断
暦
と
名
づ
け
る
｡
途
中
'
東
芝
盟
と
堂
山
盟
と
の
間
で
は
二
本
に
在
っ

て
.
間
に
糾
長

い
地
亜
状
地
塊
を
残
し
た
｡
其
魔
に
現
在
鮮
原
系
上
部
暦
が
現
れ

て屠
る
｡
斧
山
南
花
谷
里
に
於
で

は
本
断
簡
に
沿
っ

て狭
い
石
英
斑
岩
脈
が
貫
入
し
て
屠
る
｡

-B
は
筆
者
の
調
査
地
域
の
商
酉
縁
を

一
つ
の
大

き
を
断
層
が
走
っ
て
居
る
｡
即
ち
大
同
江
の
支
流
合
掌
江
の
下
流

の
軍
配
を
北
蘭
に
走

-
､
空

ur,
帖
部
線
を
相
浦
､
龍
城
騨
間
で
過
ぎ
-
､
莱
義
線
を
西
浦
､
順
安
間
で
斜
断
す
る
｡

空

光
線
よ
-
北
西
で
は
片
麻
岩
系
及
び
弾
原
系
下
部
暦
と
平
安
系
及
び
大
同
系
と
の
境
を
な
し
て
居
る
｡
此
の
断
層

は

.t
見
す
れ
ば
南
西
断
終
に
見
え
る
が
.
賓
は
南
酉
側
の
新
期
地
層
は
筆
者
の
鳳
風
仙
術
上
に
相
常
す
る
符
上
面
よ

-
下
に
あ
る
も
の
と
見
る
べ

き
で
､
従
っ
て
本
正
断
層
は
北
東
落
ち
と
解
き
ね
ば
な
ら
な

い
｡

中
城
北
船
方

の
辱
序
及
び
地
蟹
柵
逝

去

二
三



れ
一

小堺

節
二
十
番

節

一
班

蒜

二
四

調
査
範
囲
内
で
は
以
上
の
三
期
の
正
断
層
生
成
の
時
期
を
匿
接
定
め
る
手
掛
り
は
夜

5,が
､
第

一
期
は
衝
上
運
動

後
鎗
-
逮
-
な

い
時
期
､
恐
ら
-
傑
雅
紀
の
終

-
で
あ
ら
う
｡
叉
中
村
先
度
の
御
教
示
に
ょ
れ
ば
､
馬
山
の
石
英
斑

岩
と
同
じ
も
の
は
金
野
を
通
じ

て骨
に
白
望
配
末
の
備
問
寺
銃
の
79
の
で
あ
る
と
の
乙
と
故
p
第
二
､
第
三
期
は
上

部
白
壁
配
の
塵
動
期
に
属
す
る
と
し
を
け
れ
ば
怒
ら
.な
い
｡

断
層
線
と
地
形
と
の
幽
係
は
密
接
で
あ
っ
て
､
岩
質
は
よ
る
差
別
的
荘
蝕
と
共
は
断
簡
線
は
地
形
は
影
響

を
典

へ

で
屠
る
｡
何
れ
の
断
簡
に
就

5,
で
も
此
の
事
は
言

へ
る
が
､

特
は
ケ
ル
ン
.バ
ッ
ト
､

ケ
ル
ン

コ

γ
の
明
瞭
な
の
は
元

新
里
断
層
で
あ
る
｡
斯
か
る
現
象
は
断
簡
線
に
惰
っ
て
の
特
別
の
浸
蝕
の
結
果
で
あ
っ
て
'

断
簡
運
動
の
直
椎
の
影

響
は
地
形
上
に
は
釜
-
現
れ
な

い
｡

地

史

的

摘

要

一
､
弾
原
系
は
他
地
と
同
じ
-
上
の
石
衣
贋
岩
よ
ら
成
る
洞
堂
隅
舵
と
下
の
樺
層
岩
よ
与
を
る
底
硯
銃
と
は
分
け

ら
れ
る
が
､
直
視
柾
の
中
は
皆
蓮
は
富
ん
だ
花
園
岩
々
柴
が
層
状
に
貫
入
し
､
或
は
水
成
岩
を
捕
獲
し
､
粘
土
質
水

成
岩
に
接
し
て
層
々
貫
入
片
麻
岩
を
作
か

或
は
水
成
岩
と
混
交
し
て
混
成
岩
と
在
-
､
粘
土
質
水
成
岩
と
雲
母
片
岩

と
在
つ
ね
｡
貫
入
の
時
期
は
不
明
で
あ
る
.
其
の
後
で
ペ
グ

マ
タ
イ
pL
が
蘭
硯
統
と
片
麻
岩
中
に
静

々
貫
入
状
に
入

つ
ヵ
o

二
､
朝
鮮
系
は
郷
原
系
の
上
に
盤
各
叉
は
平
行
不
整
合
に
堆
積
し
た
.
中
程
に
林
射
貫
岩
が
あ
っ
て
'
そ
れ
よ
･1

下
は
順
川
粘
板
岩
暦
に
'
そ
れ
よ
-
上
は
大
石
次
岩
静
下
部
に
封
此
さ
れ
る
が
､
各
層
を
通
じ
て
殆
ど
化
石
を
含
ま



な

い
｡

他
地
方
の
ほ
比
し
て
庫
質
を
多
-
慕
っ
て
居
る
｡
下
部
暦
の
千
枚
岩
は
練
泥
石
に
富
ん
で
線
色
を
鼎
び
て
居

る
｡
叉
電
気
石
を
含
ん
で
居
る
が
､
電
気
石
が
片
麻
岩
を
作
っ
た
岩
壁
貫
入
後
の
エ
マ
ネ
ー
シ
ョ

ン

は

よ

っ
て
出
兼

ね
と
す
れ
ば
､
片
麻
岩
の
生
成
は
甚
だ
新
し
い
こ
と
に
在
る
｡

三
､
朝
鮮
系
を
平
行
不
整
令

に
被
っ
て
平
安
系
が
堆
積
し
た
｡
其
の
後
､
三
畳
紀
中
に
於
で
著
し

い
摺
曲
運
動
が

起
っ

て､
大
部
分
の
岩
層
は
余
憤
と
し

て北
酉
に
輯
倒
し
た
｡

四
､
其
の
後
.
浸
蝕
が
行
は
れ
､
下
部
大
同
系
(
下
部
保
雁
系
)が
本
地
域
内
で
は
朝
鮮
系
の
上
は
交
斜
不
盤
各
は

堆
積
し
た
｡

五
､
其
の
後
で
上
部
傑
雅
紀
の
地
数
担
軌
期
に
於
で
北
西
乃
至
北
か
ら
南
東
乃
至
南
に
向
つ

て'
稽
曲
と
は
直
接

の
閥
係
を
-
衝
上
が
行
は
れ
た
｡
主
を
街
上
面
は
二
つ
あ
る
｡

六
､
術
上
後
､
鎗
-
距
ら
覆
い
時
期
に
走
向
に
平
行
を
正
断
層
が
鐘
じ
た
｡

七
p
日
豊
紀
末
の
軍
勧
期
に
於
で
先
づ
北
東
方
向
の
iE
断
層
が
出
水
､
藍
に
多
数
の
北
西
方
向
の
正
断
層
が
生
成

さ
れ

て'
地
層
､
摺
曲
軸
p
術
上
､
早
期
の
正
断
暦
を
離
断
せ
し
め
た
｡

八
､
白
璽
配
末
､
俳
固
守
世
の
火
山
活
動
に
際
し
て
荘
園
岩
が
少
し
貫
入
L
t
北
酉
断
層
に
沿
っ
て
石
英
斑
岩
の

大
d
uを
岩
脈
が
貫
入
L
p
史
は
盛
基
性
岩
の
小
岩
脈
､
小
岩
床
が
生
じ
た
｡

九
､
之
よ
-
彼
は
造
陸
運
動
以
外
に
激
し
い
地
殻
挺
動
は
行
ほ
れ
ず
､
又
火
山
活
動
も
起
ら
な
か
っ
た
｡

摘
筆
に
;..f:
け

P
本
研
究
中
絶
え
ず
恕
筏
な
御
指
導
を
脇
っ
た
中
村
北
飴
に
拭
笹

の
謝
潜
を
表
す
る

｡
又
朝
脚
線
併
称
地
戯
調
教
肝
長
立
岩
脱
氏
は
有

捉
な
助
言
を
桝

へ
ら
れ
'
朝
鮮
触
炊
淡
骨
批
轟
捗
加
藤
五
十
造
氏
及
び
同
醗
三
紳
助
楽
所
長
田
村
伊
之
助
氏
は
柄
泊
'
副
査
に
伴
食
を
輿

(
ら
れ
た
こ

甲
奴
北
米
方
の
暦
梓
及
び
地
鮮
柵
迷

妄

二
五



地

球

と
を
解
説
し
'
滋
に
感
謝
の
滋
を
束
す
る
｡

節
二
十
雀

,

節

小
紙

二

六

二
六

高
度
と
人
口
密
度
と
の
関
係
の
地
域
的
考
察

′

--
葛
城
山
脈
西
北
斜
面
に
於
け
る
-

別

技

篤

彦

一
地
域
の
人
口
の
粗
密
を
決
定
す
る
諸
婁
素
の
う
ち
で
自
然
的
闘
係
と
し
て
は
先
づ
垂
直
的
地
形
の
影
響
に
よ
る

も
の
が
最
も
蚤
大
在
79
の
で
あ
ら
う
｡

ラ

ヅ
ツ

エ

ル
も
言
っ
た
如
-
地
形
園
そ
れ
自
身
が
あ
る
場
合
に
於
て
は
最
も

精
密
且
つ
正
雅
を
人
口
密
度
同
夜
の
で
あ
る
｡

而
し
て
垂
直
的
地
形
と
人
口
密
度
と
の
閥
係
は
つ
い
て
は
勿
論

一
般

的
に
は
地
形
が
高
ま
る
ほ
従
っ
て
密
度
は
粗
と
在
る
79
の
で
あ
る
が
､
地
域
性
を
明
ら
か
に
せ
ん
と
す
る
地
排
撃
に

於
で
此
の
靭
係
を
各
地
域
は
つ
い
て
賓
際
的
は
研
究
す
る
試
み
は
夙
ほ
諸
聾
者
は
よ
っ
て
行
は
れ
､
我
問
は
於
で
79

既
は
石
橋
博
士
.
小
野
撃
士
p
石
井
撃
士
'
田
中
鮎
撃
士
等
の
譜
先
学
の
業
績
が
あ
る
｡
筆
者
も
亦
此
の
踊
係
に
つ

い
て
常
で
試
み
に

一
地
域
敬
選
ん
で
小
研
究
を
行
っ
た
事
が
あ
る
が
其
の
結
果
は
興
味
あ
る
も
の
と
私
考
す
る
の
で

衣
に
之
を
報
告
す
る
次
第
で
あ
る
｡

筆
者
が

フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
探
っ
た
の
は
和
泉
図
着
城
山
脈
の
酉
北
斜
面
の

一
部
で
あ
る
｡

即
ち
北
は
大
憶
rJ
の

山
脈
に
源
を
教
す
る
根
尾
川
及
び
そ
の
下
流
怒
る
大
津
川
に
､
南
は
同
じ
-
ほ
ゞ
佐
野
川
に
よ
っ
て
限
ら
れ
､
ま
た


